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デュオとはイタリア語で
「二重唱」「二重奏」を意味します。

育児と介護のダブルケア問題

について考えよう

育児と介護のダブルケアとは

子育てをする親として毎日精一杯な中、

親（or義理親）の健康や介護も、子とし

ては放っておけない問題です。少子化と

高齢化の同時進行が続き、特に、女性の

晩婚化で出産年齢が高齢化し、親の介護

と子育てを同時にしなければならない

「ダブルケア人口」の増加が注目されて

います。

ダブルケアの現状は

平成２８年４月に内閣府が発表した

「育児と介護のダブルケアの実態に関す

る調査」によると、ふだんから育児と介

護の両方を行っているダブルケア人口は

約２５万人（女性約１７万人、男性約８

万人）と推計されています。また、ダブ

ルケアを行っている人の年齢は３０歳～

４０歳代が最も多く全体の約８割を占め

ます。

ダブルケアの問題点

ダブルケアを行っている人を対象に

行った調査では、育児・介護ともに主

に担っている人の割合は女性で約半数、

男性では約３割となっています。また、

配偶者、兄弟、姉妹、親など「周囲か

らの手助けの状況」をみると、ダブル

ケアを行う女性は男性に比べ手助けが

受けられていない状況にあります。

「配偶者から手助けを受けられてい

る」男性は半数以上となっているのに

対し、女性は４人に１人の割合でしか

配偶者からの手助けを受けられていな

い状況です。

就労している人のうち、ダブルケア

を行うことになっても「業務量や労働

時間を変えずに済んだ人」の割合は男

性で約半数、女性で約３割、「減らし

た（無職になった含む）」人の割合は

男性で１８．７％、女性で３８．７％

という結果が出ています。また、「業

務量や労働時間を変えずに済んだ」理

由として、男性の約半数が「家族の支

援が得られた」としていますが、女性

では27％にとどまっています。

このことから、ダブルケアを行うこ

とにより半数以上の人が就業形態を変

えなればならず、また、女性の就労に、

より大きな影響が出ています。
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行政などへ求める支援策

ダブルケアを行う人が必要としている

支援策は、「育児・介護の費用負担の軽

減」「保育施設の量的拡充」「介護保険

が利用できる介護サービスの量的拡充」

などがあげられ、中でも「育児・介護の

費用負担の軽減」をあげる割合が多く、

ダブルケアに伴う経済的な負担が大きな

ものとなっていることがわかります。

ダブルケアに直面することは、男性・

女性に関わらず日常生活において重い負

担となりますが、そんな中でも、家族や

周囲の支援を受けることができれば、働

き続けながらダブルケアを行うことが可

能となる場合もあります。しかしながら、

男性の２倍とされるダブルケアを行って

いる女性への周囲からの支援は、男性の

半分にも満たない現状です。

全国では、ダブルケアの問題を抱え

る人への対策として、適切なサービス

を紹介できる相談窓口の設置やカウン

セラーの養成、ダブルケア体験者の実

体験をもとにしたガイドブックの作成

などの取り組みを行う自治体や団体も

出てきています。

私たちも、まずは家族への手助けや

身近な地域での支援に意識を持ち、ダ

ブルケアと仕事を両立できる社会を目

指しませんか？

パネル展を開催しました

つぎのテーマで男女共同参画啓発のパネル展

を開催しました。

～男で〇、女で〇、共同作業で◎～

（育児と介護のダブルケアについて統計やアン

ケート調査の回答をまとめたパネル展示）

と き

６月１３日～１９日

ところ

市民ふれあいサロン

（コアビバイ内）



イベントでは全国５００人の中から選

ばれたファイナリスト５人がステージで

プレゼンを行い、内山さんは男性優位が

根強く残る北海道農業界で、道内各地の

農業女性とＬｉｎｋｓ（リンクス）を結

成し、女性の視点を活かした幅広い活動

を披露しました。広大な北海道全域を拠

点としてＳＮＳなどを駆使しながら活動

自らの環境を変えいていこうとする行動

力の高さが評価されました。

市長へ受賞報告をされた際、内山さん

は「美唄の農業界では女性や若者の発言

や行動は制限されることが多い。女性も

外に出て見聞を広げることで自分を成長

させることができる。私は家族の支えに

より外へ出ることができて恵まれている

と感じています。私の活動を通して、女

性や若者の活動がどんな風に役立つこと

ができるのかを具体的に示していきたい

と思っています」と話していました。

市や道では、配偶者や交際相手からの暴力等に悩む方からの相談をお受

けしています。配偶者の方については「配偶者からの暴力の防止および被

害者の保護に関する法律」により、専門の相談や必要に応じて一時保護、

配偶者の接近禁止などの申立制度などが定められています。配偶者暴力や

デートＤＶでお悩みの方は、下記までご相談ください。

●美唄市役所秘書広報課広報情報係☎０１２６-６３-０１１３（平日８時45分～17時15分）

●配偶者暴力相談支援センター(空知総合振興局内)☎０１２６-２５-５６４８(平日９時～17時）

ＤＶ・デートＤＶに悩む方のための相談窓口

３月９日、農林水産省主催による、農

業女子の活躍を発進するためのプレゼン

テーション＆表彰イベント「農業女子Ｐ

Ｊアワード2016」が開催され、茶志内町

の内山佳奈さんが、審査の結果「コミュ

ニティ部門」を受賞されました。

活躍を紹介します

「農業女子ＰＪアワード２０１６ コミュニティ部門受賞」

内山 佳奈 さん

北海道若手女性農業者

集団Ｌｉｎｋｓ（リン

クス）の活動はこちら

－－－－－－－－－→



デュオの会の存在や活動内容を知っ

ていただくため、８月の歌舞裸まつり

と２月の雪んこまつりにおいて、来場

者の方に会報配布などを行いＰＲ活動

をしています。

今後もより多くの方に「男女共同参

画」について知っていただくために、

さまざまな活動を行っていきますので、

会報「Ｄuo」をぜひご一読ください。

デュオの会屋外活動

２月の雪んこまつりでの啓発活動風景

Ｄｕｏの唄

このコーナーでは、男女共同参画に関する

さまざまな思いを綴った唄を掲載しています。

特に決まった形式ではなく、身近な生活の中

で感じたことや疑問に思っていることなどを、

川柳のような短い言葉で表現したものです。

会員以外の方からの唄も大歓迎ですので、

自身で作った唄を、ぜひ会報に載せてみませ

んか？興味のある方はぜひ事務局まで。

また、掲載させていただいた方にはささや

かですが景品を進呈いたします。

応募多数の場合は、作品を選定させていた

だきますので、あらかじめご了承願います。

「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuoの会）｣会員募集中！
新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、家庭や職場・地域で

身近に取り組める実践を目的としています。興味のある方は、ぜひご連絡ください。

◆入会申込・問合せなど◆

事務局（美唄市役所秘書広報課広報情報係内）ＴＥＬ ０１２６―６３―０１１３へ

今回は、６月に行ったパネル展のテーマから「介護と育児のダブルケア」につい

て取り上げてみました。先日の新聞では、３５歳以上で出産した女性の半数以上が

ダブルケアを経験しているとか。

幸いなことにダブルケア当事者にはならずに済みそうですが、親が健在というこ

とは、ゆくゆくは親の介護には直面するのかも。現実を見て見ぬふりはできません

が「母がまだまだ元気でありますように」と切に切に願います。（てっちょん）
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